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● 『The Impact Agenda』
2020年に出版された比較的新しい本で

すが、研究をどのように評価するべきな

のかという重要なテーマを扱っています。

日本でも科学は役に立つべきかといっ

た議論がなされていますが、英国では

研究の「インパクト」がキーワードとなっ

ています。明確な答えはありませんが、

科学研究を社会として推進していくため

の学びが詰まった一冊です。

● サイエンスフィクション
科学技術の発展は私たちの生

活を大きく変えてきましたが、

だからこそこれからどうなるの

か不安に思う人がいることも

間違いありません。サイエン

スフィクションは、そのような

不安をより鮮明な形で物語とし

て表現しているものも多く、科

学技術の未来を考える材料を

提供してくれているとも言われ

ています。名作と言われるサ

イエンスフィクションは仕事の

息抜きにも最適です。

● 科学史関連の本
科学史では、科学がどのような歴史的な変遷を

辿ってきたのかをその当時の社会の状況と結びつ

けながら理解します。もともと現代の科学技術を

研究テーマとしてきたので、歴史は専門分野では

ないのですが、知れば知るほどに面白いですね。

ここで紹介しているローレンス・プリンチペ著『科

学革命』と古川安著『科学の社会史』は、科学史へ

の入り口として学生にも薦めています。

● 『Human Choice & Climate Change』
指導教官のRayner先生に渡されて、最初に読ん

だのがこの本の文化人類学者Mary	Douglasたち

が書いた「Human	needs	and	wants」という章で

した。人々が何を必要として、何を求めているの

かを社会の構造という観点から理解することの必

要性が議論されていますが、研究者としての道を

歩むことになったきっかけをつくってくれた大切な

本です。

● 『Laboratory Life』
実験室を文化人類学の考察の対象として扱った

この本は、科学技術社会論という私の専門分野

に１つの大きな流れをつくった記念碑的な一冊

です。科学研究というと何か特別な世界で行わ

れている感じがしますが、それが間違いなく私

たちと同じ人間の手によってなされているのだ

ということを改めて気付かせてくれます。2021

年にようやく日本語版が出版されて、より多くの

人に読んでもらえるようになりました。


